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被
保
険
者
証
の

自
己
負
担
割
合
を
確
認

　

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
は
、１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

　

毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
基
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負

担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、原
則
１
割
で
す
が
、

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人

の
町
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、町
民
税
課
税
所
得
が
、１
４
５
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す
れ
ば
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

❶
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の

場
合

　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入

の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

❷
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
の

場
合（
次
の
1
ま
た
は
2
に
該
当
）

1
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

2�

本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
人
の
収
入
合
計
額
が
５
２
０
万

円
未
満

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
が

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　

現
在
、
使
用
中
の
減
額
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

で
、
平
成
23
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
人
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
減

額
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

同
一
世
帯
の
全
員
が
町
民
税
非
課
税
で

あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
入
院
の
際
、
自
己

負
担
限
度
額
や
食
費
・
生
活
費
の
一
部
負

担
金
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
、

新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
７
月
31
日
ま

で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
分
に
つ
い
て
は
、
７
月
下
旬
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
役
場
住
民
課
第
２ 

社
会
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険

者
証
は
、
７
月
31
日

ま
で
の
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
被
保
険
者
証

（
薄
み
ど
り
色
）は
、
７
月
下
旬
に
役
場

か
ら
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の

滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
短
い
有

効
期
限
の
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
渡
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有
効
期
限

は
平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
住
民
課
第
２ 

社
会

福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
印
か
ん　
▼
被
保
険
者
証

　

ま
た
、
収
入
額
な
ど
を
証
明
す
る
も
の

（
非
課
税
証
明
書
な
ど
）
や
入
院
期
間
が

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
中
の
所
得
の
届
出
に
基
づ

き
、
平
成
23
年
度
の
保
険
料
額
を
決
定
し

ま
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ「
平
成

23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」を
７
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
平
成
22
年
中
の
所
得
金

額
と
世
帯
の
状
況
を
基
に
算
定
を
行
い
、

後期高齢者の被保険者証が
新しくなります

→
申請 医療機関の

窓口での
支払いが
１割負担

同一世帯内の被保険者および
世帯主の軽減対象所得金額の合計額 均等割額の軽減割合 軽減後の

均等割額（年額）
33万円（基礎控除額）以下で、被保険者全員が
年金収入80万円以下（その他各種所得がない） ９割軽減   5,221円

33万円（基礎控除額）以下 8.5割軽減   7,831円

33万円（基礎控除額）＋24.5万円×被保険者数以下
　　　　　　　　　　　　　　　（世帯主を除く） ５割軽減 26,106円

33万円（基礎控除額）＋35万円×被保険者数以下 ２割軽減 41,770円

保険料の軽減表

対象者 条件

被保険者が１人の場合 収入が 383 万円未満

被保険者と70歳から
74歳までの人がいる場合

本人収入が 383 万円未満または
２人の収入合計が 520 万円未満

被保険者が２人以上の場合 被保険者全員の収入合計が 520
万円未満

条件に該当し申請すれば医療機関の
窓口での支払いが１割負担になります

自己負担割合の判定基準

決
定
し
ま
す
。

※
世
帯
と
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
時
点

の
世
帯（
75
歳
に
な
る
人
、
県
外
か
ら
の

転
入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
）を
基
準
に
し

て
い
ま
す
。

▼�

保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
同
じ

基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

▼�

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に

か
か
り
ま
す
。
被
保
険
者
全
員
が
負
担

す
る「
被
保
険
者
均
等
割
額
」と
、
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所

得
割
額
」の
合
計
に
な
り
ま
す
。

▼�

保
険
料
率（
被
保
険
者
均
等
割
額
、
所
得

割
額
）は
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
次

回
は
、
平
成
24
年
度
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

後期高齢者医療制度
問住民課第２ 社会福祉係　☎ 63・3004

保
険
料
の

軽
減
に
つ
い
て

■
均
等
割
額
の
軽
減

　

平
成
23
年
度
で
は
、
平
成
22
年
度
の

保
険
料
軽
減
措
置
（
被
保
険
者
均
等
割
の

９
割
・
8.5（
７
）割
・
５
割
・
２
割
軽
減
）

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

※
原
則
は「
７
割
軽
減
」で
す
が
、
特
別
措

置
に
よ
り「
8.5
割
軽
減
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下（
公

的
年
金
の
み
の
場
合
は
、
収
入
額
で

２
１
１
万
円
以
下
）は
所
得
割
額
が
５
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
に「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
」だ
っ
た
人
は
被
保
険
者
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
は
、
国
民
健
康
保
険
・
国

民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

保
険
料
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

　

災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
料

が
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
課
第
２
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新しい被保険者証は薄みどり色になります。

７月31日までに新しい後期高齢者医療被保険者証が
届かない場合は住民課第２ 社会福祉係までお問い合
わせください。
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まちの話題Topics 問企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　５月 22 日、粉骨彩身のスローガンのもと大任中学校で春
季体育会が開催されました。この日はあいにくの雨でしたが、
紅
あか

ブロック、白ブロックの２つに分かれて、リレー、組体操、
ダンスなどさまざまな種目が行われました。
　両ブロックの生徒たちは、この日のために練習を積み重ね、
雨が降る中、一丸となって、その成果をいかんなく発揮。応
援席や観客席からは大きな拍手や声援が飛び交い大いに盛り
上がりました。

両ブロックの真剣勝負
大任中学校春季体育会

▼生徒たちは泥だらけになりながらも見事ピラミッドを完成させました▼町長室で被災地での支援活動を行うため意気込みを語る永原毅さん

　東日本大震災で被害を受けた宮城県東松島市の被災者支援
のために大任町職員永原毅さんが、５月27日、現地へ出発し
ました。この支援は地元行政職員のバックアップを行うため
のもので、今回、東松島市役所などで住民相談窓口業務など
を行いました。同日、町長室で行われた出発式で永原さんは

「大任町の行政職員を代表してケガがないよう現地で活動を
行ってきます」と永原町長にあいさつ。その後、役場ロビーに
て多くの職員に見送られ出発しました。なお、活動の内容は
７ページに掲載しています。

大任町から被災地へ職員派遣
地元職員のバックアップとして

　田川地区７町村の各自治体新入職員を対象にした田川郡町村会主催の合同研
修会が５月24・25日、赤村の源じいの森で行われました。
　この合同研修は、公務員としてのあり方や行政の役割などを学び、また各自
治体の連携を深める目的で初めて実施。25日は田川郡町村会会長の永原町長
が講演を行い「意識改革を行わないとさまざまな業務の先頭に立ったとき、町
民がついてこない」と語り、新入職員たちは真剣な面持ちで話を聞いていました。

新入職員心構えを学ぶ
田川郡町村新規採用職員研修会

　５月１日、第 49 回筑豊地区青少年空手道選手権大会が田
川市総合体育館で開催されました。この大会に大任町内から
多くの選手が参加。練習の成果を存分に発揮し、見事好成績
を残しました。
　組手で優勝した奥村彰斗くん（灰ノ木）と安武一也くん

（灰ノ木）は「優勝できてうれしかったです」と感想を話して
くれました。なお入賞者は以下のとおりです。

〔敬称略〕

武成館
【形】　　▶３位 浦野 良麻（中学１年男子の部）
　　　　　　 藤岡 里名（小学５年生女子の部）

【組手】�▶３位 藤岡 里名（小学５年生女子の部）
修武会

【形】　　▶２位 安武 一也（小学５年生男子の部）
　　　　▶３位 坂本 龍星（小学６年生男子の部）

【組手】�▶優勝 奥村 彰斗（中学１年男子の部）
　　　　　　 安武 一也（小学５年生男子の部）
　　　　▶２位 奥村 拓馬（小学６年生男子の部）
　　　　▶３位 坂本 龍星（小学６年生男子の部）

空手道選手権大会で大活躍
町内の選手たちが大会で好成績

▲修武会（添田町）で練習し好成績を残した大任町内の選手たち

　大任中央線沿いに建設中だった上今任公民館が完成し、６
月19日上今任地区が落成式を行い地域を挙げて公民館完成を
喜びました。式典で、永原町長は「すばらしい公民館になった
この公民館をどんどん活用し公民館活動を推進してください」
とあいさつ。また、山下熈上今任区長は「立派な公民館ができ
て上今任区民は喜んでいます。この公民館で親ぼくや交流を
深め、区の文化活動などに利用していきます」と感謝の言葉を
述べ、上今任のみなさんは地域発展の決意を新たにしました。

地域コミュニティの中心として
上今任公民館落成式

▼新しくなった上今任公民館。地域の活動拠点として利用されます

　今任小学校は５月29日から６月４日、大任小学校は６月12
日から18日、親元を離れて集団生活を送りながら学校に通う

「通学合宿」が自然の森キャンプ場で行われました。この通学
合宿に今任小12人、大任小26人が参加。指導員の指導のも
と日常生活を自分たちで行い、自主性や協調性を磨きました。

38人が自主性・協調性を磨く
大任町通学合宿を実施

▲練習の成果を発揮し好成績を残した武成館の選手たち

身近なまちの話題を紹介します。お気軽に情報をお知らせください。
広報紙に掲載された人には写真を差し上げますのでご連絡ください。

▲合宿中の７日間みんなで協力し合った今任小・大任小の子どもたち

町と連携して滞納減へ
特別対策班辞令交付式

　６月１日、飯塚・直方県税事務所の特別
対策班が本町に派遣され辞令交付が行われ
ました。この特別対策班は、市町村民税の
徴収率向上に取り組むために設置されまし
た。徴税実務に通じた県の専門職員が市町
村に派遣され、市町村と連携し滞納整理を
行います。今後、特別対策班と連携して、
町税などの滞納整理に取り組み、より一層
の税収確保に努めていきます。

▲町と県が連携し、より一層税収確保に努めます

▼講演中「やる気のある人は手段を考える、やる気のない人は言い訳する」と語る永原町長
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道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
で
は
、
５

月
16
日
か
ら
宝
く
じ
の
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。
販
売
所
に
な
っ
て
い
る
も

み
じ
館
で
は
、
買
い
物
つ
い
で
な
ど
多
く

の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
16
日
か
ら
６
月
３
日
ま
で
に
販
売

さ
れ
た「
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

で
１
０
０
万
円
２
本
が
道
の
駅
の
売
り
場

か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

梅
林
支
配
人
は「
５
月
か
ら
販
売
を
始

め
て
１
０
０
万
円
が
出
て
本
当
に
び
っ
く

５
月
27
日
か
ら
９
日
間
、
宮
城
県
東

松
島
市
へ
行
政
職
員
と
し
て
被
災

者
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た
永
原
毅
さ
ん
。

現
地
で
の
活
動
な
ど
の
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

協
力
し
合
い
な
が
ら

―
 

今
回
の
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
福
岡
県

か
ら
は
県
・
市
町
村

の
職
員
15
人
が
被

災
地
へ
行
き
、
他
の

都
道
府
県
の
自
治

体
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
人
た
ち
と
弔
慰
金
や
義
援
金
の
受

付
、
罹り

災さ
い

証
明
書
の
発
行
手
続
き
、
仮
設
住

宅
入
居
の
抽
選
な
ど
、
震
災
に
伴
い
新
た
に

発
生
し
た
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

甚
大
な
被
害

―
 

現
地
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
か
。

　

市
役
所
を
含
め
津
波
の
被
害
を
受
け
て

い
な
い
所
は
、
電
気
や
水
道
は
復
旧
し
元

の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
実

際
津
波
で
被
害
を
受
け
た
地
域
は
復
旧
ま

で
に
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

継
続
的
な
支
援
が
必
要

―
 

短
期
間
の
活
動
で
し
た
が
、
今
後
被

災
地
が
復
興
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
か
。

　

継
続
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
が
行
っ
た
時
点
で
は
、
行
政
機
能

も
完
全
に
は
回
復
し
て
お
ら
ず
、
被
災
者

に
十
分
な
支
援
が
行
き
届
い
て
い
る
と
は

言
え
な
い
状
態
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

募
金
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

お
お
と
う
桜
街
道
で
は
一
部
節
電
を
実
施
中

節
電
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２
人
の
職
員
が
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行
い

現
在
３
人
目
が
大
任
町
か
ら
被
災
地
支
援
へ
派
遣
中
。

現
在
の
課
題
を
乗
り
越
え

安
全
安
心
な
水
の
給
水
の
実
現
へ

水不足を少しでも解消するため新たに水源を開発

問
水
道
課　

☎
63
・
３
２
９
３

道
の
駅
宝
く
じ
売
り
場
で

１
０
０
万
円
当
せ
ん
が
出
る

問
も
み
じ
館　

☎
63
・
４
４
３
０

さ
く
ら
館　

☎
63
・
４
１
２
６

被
災
地
支
援
活
動

大
任
町
か
ら

宮
城
県
東
松
島
市
へ

６月７日、配水池が破損した浄水場

▲添田町にある中鶴水源 ▲添田町と大任町の境にある伊原水源 ▲B&G体育館横にある柿原水源

水源開発を行う施設建設予定地（島台地区）

水
道
水
の
水
源
確
保
に
つ
い
て

毎
月
広
報
紙
で
大
任
町
水
道
事
業

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
第

１
回
目
は
、
水
源
確
保
に
つ
い
て
で
す
。

　

現
在
、
大
任
町
に
は
添
田
町
に
あ
る
中

鶴
水
源
、
添
田
町
と
大
任
町
境
に
あ
る
伊

原
水
源
お
よ
び
柿
原
地
区
に
あ
る
柿
原
水

源
の
３
つ
の
水
源
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
源
水
を
浄
化
し
各
家
庭
に
配

水
し
て
い
ま
す
。

　

配
水
量
の
多
い
と
き
に
は
、
１
日
２
８
０
０

ト
ン
の
水
を
配
水
し
時
季
に
よ
っ
て
は
こ
の
３

つ
の
水
源
で
も
不
足
す
る
事
態
が
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
10
月
か
ら
４
月
ま
で
の
渇
水
期

に
は
、
水
不
足
で
給
水
制
限
や
夜
間
断
水

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
の
現
状
を

解
消
し
安
定
供
給
す
る
た
め
、
新
た
に
水

源
の
確
保
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
水
源
を
開
発

こ
の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
協
議

を
行
い
、
本
年
度
新
た
な
水
源
と

し
て
、
島
台
水
源
の
開
発
を
行
い
、
毎
日

４
６
０
ト
ン
の
水
を
浄
化
し
、
配
水
す
る

施
設
を
建
設
し
ま
す
。

水
道
施
設
の
老
朽
化

記
憶
に
新
し
い
６
月
７
日
、
浄
水
場

配
水
池
が
破
損
し
、
断
水
と
い
う

緊
急
事
態
が
発
生
し
、
町
民
の
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

こ
の
原
因
は
、
浄
水
場
の
施
設
の
老
朽

化
が
主
な
原
因
で
あ
り
、
今
後
計
画
的
に

施
設
の
改
良
な
ど
を
行
い
、
み
な
さ
ん
に

今
ま
で
よ
り
さ
ら
に
安
全
・
安
心
で
き
る

水
の
配
水
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
水
源
開
発
お
よ
び
浄
水
場

な
ど
の
大
規
模
改
修
工
事
を
総
額
10
億

円
程
度
の
事
業
資
金
を
借
り
て
行
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
将
来
的
に
水
道
料
金
の

値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
数
回
に
分
け
て
水
道
事
業
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▲破損し水があふれた浄水場配水池

▲配水池の水が無くなり破損した場所

▲破損した配水池の拡大写真

小さなことから大きなことまで　まちのあれこれHOTNEWS

り
し
ま
し
た
。
こ
の
売
り
場
か
ら
億
万
長

者
が
た
く
さ
ん
出
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な
お
、
も
み
じ
館

で
は
宝
く
じ
各
種
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

よ
り
良
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

さ
く
ら
館
で
は
、
傘
の
盗
難
が
相
次

ぎ
、
気
持
ち
よ
く
さ
く
ら
館
を
ご

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ロ
ッ
ク
付
き

の
傘
立
て
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
温

浴
施
設
の
脱
衣
所
の
ロ
ッ
カ
ー
を
増
設
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

節
電
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
で
は
、
適

切
な
温
度
設
定
で
エ
ア
コ
ン
の
使

用
な
ど
節
電
の
た
め
一
部
制
限
し
て
い
ま

す
。
皆
様
方
の
節
電
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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大任町公民館（教育委員会 学校
教育・社会教育係）☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

住民課（戸籍・衛生）
☎63・3003

大任町役場
☎63-3000

おしらせ
広場

くらしに役立つ
情報をお届けします

Information

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

◉
第
３
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

※
保
険
料
を
、
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入
す
る
年

金
制
度
が
ま
と
め
て
負
担
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
受
給
資
格
期
間
は
原
則
25
年
間

　

年
金
を
受
給
す
る
の
に
必
要
な
期
間

は
、
原
則
25
年
以
上
で
す
。

　

受
給
資
格
期
間
が
25
年
未
満
の
人
は
、

10
年
・
20
年
保
険
料
を
納
め
て
い
て
も
、

将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

■
任
意
加
入
も
で
き
ま
す

　

65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
し
て
も

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間

が
不
足
し
て
い
る
人
は
、
70
歳
に
な
る

ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
受
給
資
格
の
25
年
を
満
た

し
た
時
点
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

任
意
加
入
す
る
場
合
は
、
保
険
料
の
納

付
は
原
則
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
員
が
加
入
し
ま
す

■
国
民
年
金

　

国
民
年
金
と
は
、
働
く
世
代
が
出
し

合
っ
た
保
険
料
と
税
金
を
合
わ
せ
て
、

老
齢
の
世
代
に
年
金
を
支
給
し
て
経
済

的
に
援
助
す
る
世
代
間
の
支
え
合
い
の

制
度
で
す
。

　

ま
た
、
老
後
だ
け
で
は
な
く
、
思
わ

ぬ
け
が
や
病
気
で
障
が
い
者
に
な
っ
た

と
き
や
、
配
偶
者
を
亡
く
し
て
遺
族
に

な
っ
た
と
き
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
る

制
度
で
も
あ
り
ま
す
。

■
年
金
加
入
者
は
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

◉
第
１
号
被
保
険
者

　

第
１
号
被
保
険
者
は
、
自
営
業
者
、

農
林
漁
業
者
、
無
職
、
自
由
業
者
、
学

生
が
加
入
し
ま
す
。

※
保
険
料
は
自
分
で
納
め
ま
す
。
納
め
た

保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所

得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
、
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

◉
第
２
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
の
加
入
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か

ら
国
民
年
金
制
度
に
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
個
人
で
保
険
料
を
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手続きは、もうお済みですか
第九回特別弔慰金の支給請求

　公務扶助料や遺族年金などを受ける人
が、平成17年４月１日から平成21年３月
31日の間に亡くなるなどし、平成21年４
月１日時点で受給権者がいない場合、次の
順番による先順位のご遺族一人に特別弔
慰金が交付されます。
■対象者
▶弔慰金の受給権者
▶戦没者らの子
▶父母・孫・祖父母・兄弟姉妹
▶�戦没者らの亡くなったときまで引き続き１年

以上生計関係を有していた３親等内の親族
■請求期間　平成24年４月２日まで
■請求窓口　住民課 福祉係
問住民課 福祉係　☎63・3004

　大任音頭を一緒に踊りませんか

地デジ臨時相談会を実施
地デジでお困りの人はご利用ください

　７月に、アナログ
放送を終了し、地上
デジタル放送に完
全移行します。地
デジの準備やお困
りごとに関して、臨
時の相談窓口を開
設します。
■とき
　７月11日㈪～ 16 日㈯　10 時～ 15 時
■ところ　大任町役場
※16日はレインボーホールで相談を行います。
問デジサポ福岡　☎ 092・303・0101

添田警部交番からお知らせ
道路使用申請許可手続について

　田川警察署では、
６月１日から「 道
路使用申請許可手
続」において、申請
は田川警察署で受
付をしますが、許
可後、道路使用申
請許可証の交付については、申請者の住所
地が添田町および大任町の人は、添田警部
交番で交付をします。
　詳しくはお問い合わせください。
問田川警察署 添田警部交番
☎ 82・0574

　四つ葉のクローバーの
　花が咲く
　６月の初め、﨑山慧さん（東白土）の自
宅の庭で四つ葉のクローバーの花が咲き
ました。﨑山慧さんは「こんなに花を咲
かせた四つ葉のクローバーは始めて」と
話してくれました。
　花は手のひらに収まるぐらいの大きさ
で赤くきれいな花でした。

　６月17日、大任町公民館で踊り愛好会による「大任音頭練習会」
が行われ多くの人が参加し練習しました。踊り愛好会の丁寧な指導
に、参加者は短時間でうまく踊れるようになりました。
　踊り愛好会代表の中村 嘉子さんは「７月にも練習会を行います
ので、ぜひお越しください」と参加を呼びかけていました。
■とき　７月15日金　13時30分～ 15時30分
■ところ　大任町公民館 講堂
問おどり愛好会　中村 嘉子　☎63・2411

　

60
歳
以
上
の
人
の
作
品
を
募
集
し
、

作
品
を
県
立
美
術
館
に
展
示
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
秋
に
開
催
す
る「
福
岡
県
ね

ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
」の
会
場
で

展
示
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
昭
和
27
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人（
福
岡
県
美

術
協
会
員
は
除
く
）

■
募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真
な
ど

■
募
集
期
間　

７
月
20
日
㈬
～
９
月
20
日
㈫

問
㈳
福
岡
県
美
術
協
会

☎
０
９
２
・
７
１
３
・
４
２
０
０

福
岡
県
シ
ニ
ア
美
術
展
の
作
品
募
集

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
新
し
い
電
話
帳
を

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し

て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
養
成
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　

８
月
30
日
㈫
～
11
月
11
日
㈮
の
平
日

※
実
習
は
、
11
月
14
日
㈪
～
１
月
６
日
㈮

の
５
日
間

■
と
こ
ろ

　

山
田
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修
受
講
者
募
集

　
「
人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
つ
く
る
会
」

は
、
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
町
を
つ
く
る
た
め
に
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
７
月
16
日
㈯　

14
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」
上
映
会

問
人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
つ
く
る
会

☎
42
・
９
３
０
７

地
域
交
流
講
演
会
を
開
催

　自衛隊福岡地方協力本部では、次のとおり自衛官採用試験を行います。
また、各種目の概要および採用試験についての説明会を開催します。

■自衛隊説明会
▶とき　７月31日日　10時～ 12時
▶ところ　田川情報センター
問自衛隊福岡地方協力本部　飯塚地域事務所
　☎ 0948・22・4847

自衛官採用試験を実施します

平成23年度　自衛官採用試験案内

募集種目 資格 受付期間 試験期日

一般曹候補生

18歳以上
～

27歳未満

８月１日月
～

９月９日金
９月17日土

自衛官候補生
（男子）

年間を通じて
実施 受付時に連絡

自衛官候補生
（女子） ８月１日月

～
９月９日金

９月25日日
～

28日水の間

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満の人 ９月23日金

　

次
の
と
お
り
、
裁
判
所
事
務
官
採
用

Ⅲ
種
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間　
７
月
12
日
㈫
～
21
日
㈭

■
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
日　

９
月
11
日
㈰

■
受
験
案
内
配
布
場
所

　

最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布

問
福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
３
１
４
１

裁
判
所
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

所
得
証
明
書
や
評
価
証
明
書
な
ど
、

各
種
証
明
書
の
交
付
を
本
人
以
外
の
人

が
申
請
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。
委
任
状
が
な
い
場
合
に
は
証

明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
人
確
認
の
た
め
免
許
証
な

ど
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　

☎
63
・
３
０
０
２

証
明
書
な
ど
の
発
行
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す

■
募
集
定
員　

４
人

■
受
講
料　

２
万
円

※
別
途
健
康
診
断
書
経
費
１
万
円
程
度

■
締
め
切
り　

８
月
８
日
㈪

問
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

☎
０
９
２
・
５
２
３
・
１
６
１
７

お
届
け
し
た
と
き
、
不
要
と
な
っ
た
古
い

電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

電
話
帳
を
お
渡
し
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。無
料
で
後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
０
１
２
０
・
５
０
６
・
３
０
９

▲６月17日に行われた練習の様子
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まちの介護福祉講座

老化を防ぐ
食材について

健康に過ごせるように日ごろの予防を心がけましょう
いきいき
国保

Vol. 48

Health

締め付けられたように激痛がはしる痛風

　

人
間
は
誰
し
も
が
老
い
か
ら
逃
げ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
じ

年
齢
で
も
老
い
に
差
が
出
て
来
る
の
は

事
実
で
す
。
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

老
化
を
引
き
起
こ
す
の
は
体
内
で
酸

素
が
変
化
し
作
ら
れ
る
活
性
酸
素
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
な
ら
ば
活
性
酸
素
を
身
体
か
ら
追

い
出
せ
ば
不
老
不
死
を
手
に
入
れ
ら
れ

る
の
か
」と
も
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
活
性
酸
素
に
は
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
か
ら
身
体
を
守
る
役
割
が
あ
り
、

無
い
と
す
ぐ
に
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

人
間
の
身
体
に
は
も
と
も
と
活
性
酸

素
の
働
き
を
抑
え
る
抗
酸
化
物
質
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
年
齢
と
共
に
そ
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
老

化
が
始
ま
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
さ
を

保
っ
て
い
る
人
は
、
こ
の
抗
酸
化
物
質

を
た
く
さ
ん
持
ち
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

い
る
人
だ
と
言
え
る
の
で
す
。

　

そ
う
で
な
い
人
は
だ
ま
っ
て
老
い
を

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と

抗
酸
化
物
質
は
食
べ
物
で
摂
る
事
が
出

来
る
の
で
す
。
老
化
防
止
に
つ
い
て
、

よ
く
耳
に
す
る
の
が
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

と
い
う
言
葉
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
と
い
う
物
質
自
体
は
存
在
せ
ず
、
抗

酸
化
作
用
の
あ
る
成
分
を
総
称
し
て
こ

う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
分
は
、
主
に
野
菜
や
果

物
の
外
皮
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
、

ブ
ド
ウ
や
そ
れ
か
ら
作
ら
れ
る
赤
ワ
イ

ン
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ス
イ
カ
な
ど
で

摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
緑
茶
や
ウ
ー
ロ
ン
茶
に

は
カ
テ
キ
ン
が
、
そ
の
他
、
そ
ば
や
ト

マ
ト
に
は
ル
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
成
分
が

含
ま
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
抗
酸
化
作

用
が
あ
り
、ま
た
、コ
コ
ア
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
玄
米
な
ど
に
も
抗
酸
化
作
用
の
強

い
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
カ
ラ
フ
ル
な
野
菜
に
は
、

そ
の
色
素
自
体
に
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、

玉
ね
ぎ
な
ど
の
野
菜
に
は
、
イ
オ
ウ
化

合
物
と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
て
い
て
、

抗
酸
化
作
用
の
ほ
か
に
も
、
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
し
、
発
が
ん
性
物
質
を
や
っ

つ
け
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
若

返
り
と
健
康
の
食
材
た
ち
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　④ 激しすぎない適度な運動をする。

痛風をほうっておくと
　発作は、１～２週間くらいで治まり
ますが、そのままにしていると数年の
うちに必ず再発し、慢性化していきま
す。
　発作が治まっている間は何の症状も
ありませんが、ほうっておくと尿酸の
結晶が関節だけでなく腎臓にも沈着
し、腎障害などを引き起こします。
　また、痛風結節といわれる尿酸に固
まりが足の親指、関節などにできたり
します。
　痛風にかかるのは、ほとんどが男性
で、患者さん100人の中に女性は１、
２人ほどしかいませんが、女性も注意
が必要です。
　痛風発作の間隔が短くなってくると
関節の症状だけでなく、腎臓などの内
臓が侵されるようになってきます。
　日ごろの予防を心がけ健康に過ごせ
るようにしましょう。
問 住民課 国保係　☎63・3004

ある日突然、足の親指の付
け根の関節が赤く腫

れて痛み出します。
　この痛みは、締め付けられたように
激痛がはしり、大
人の男性でも２、
３日は全く歩けな
くなるほどの痛み
がでます。
　これは、発作的な症状で「痛風発作」
と呼びます。
　ほとんどの場合は、１週間から10日
たつとまた、同じような発作が起こり
ます。今回は、そんな痛風について紹
介します。

原因としては？
　痛風発作は、尿酸という物質が原因
の一つで、このほかには過食や過度の
アルコール摂取など、悪い食習慣が大
きな原因となります。
　また、プリン体（細胞中にある「核酸」
を構成する成分の１つ）を多く含む食
品のとり過ぎが痛風につながることも

　

今
月
号
は
、
町
民
の
方
か
ら
ふ
る
さ

と
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
や
町
内
に
残

る
顕
彰
碑
を
と
お
し
て
産
婆
さ
ん
の
お

話
し
を
紹
介
し
ま
す
。（
産
婆
は
現
在
不

適
切
用
語
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
歴
史
的
表
現
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
）

　

今
で
は
病
院
で
出
産
し
ま
す
が
、
昔

は
自
宅
で
出
産
す
る
こ
と
が
多
く
手
助

け
す
る
人
の
こ
と
を
産
婆
と
言
い
ま
す
。

古
く
は
取
り
上
げ
婆
、
戦
前
は
産
婆
、

戦
後
は
助
産
師（
平
成
14
年
ま
で
助
産

婦
）と
い
う
風
に
名
称
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
日
本
で
は
女
性
の
人
が
た
ず
さ

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
産
婆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
時
代

に
よ
っ
て
変へ
ん

遷せ
ん

が
あ
り
ま
す
が
、
柿
原
、

桑
原
、
峰
、
成
光
な
ど
に
産
婆
さ
ん
が

い
ま
し
た
。
常
時
町
内
に
は
２
～
３
人
の

産
婆
さ
ん
が
お
り
、
近
在
の
村
々
の
出
産

に
立
ち
会
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

産
婆
さ
ん
の
日
誌
か
ら
見
て
み
る
と
、
出

産
に
立
ち
会
う
だ
け
で
は
な
く
、
妊
婦

の
体
調
管
理
や
栄
養
指
導
な
ど
産
前
、

産
後
の
検
診
・
管
理
ま
で
行
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

場
所
は
近
在
に
限
ら
れ
、
町
外
は
田

川
市
の
伊
田
、
町
内
は
今
任
原
地
区
の

範
囲
を
担
当
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま

れ
に
前
か
ら
の
付
き
合
い
で
川
崎
あ
た

り
ま
で
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

産
婆
さ
ん
の
顕
彰
碑
が
成
光
公
民
館

裏
の
高
台
と
小
林
と
伊
原
の
町
境
の
県

道
沿
い
に
残
っ
て
い
ま
す
。
成
光
の
碑
は

大
正
６
年
、
小
林
の
碑
は
明
治
41
年
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
近
在
の
村
々
の

人
が
発
起
人
と
な
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た

産
婆
さ
ん
を
顕
彰
す
る
た
め
に
建
て
た

も
の
で
す
。

　

写
真
の
ば
ね
ば
か
り
は
産
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
を
量
る
た
め
に
使
わ
れ

た
も
の
で
す
。
下
の
鉤か
ぎ
の
部
分
に
赤
ち
ゃ

ん
を
入
れ
た
籠か
ご（
嬰え

児じ

籠こ

）を
ぶ
ら
下
げ
、

重
さ
を
量
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
は
か
り
は
、
長
さ
25
セ
ン
チ
余
り

の
小
さ
な
も
の
で
、
表
面
に
グ
ラ
ム
表
示

と
貫か
ん

匁め

表
示
の
目
盛
り
が
刻
ま
れ
、
グ

ラ
ム
表
示
は
１
０
０
ｇ
単
位
で
７
ｋ
ｇ
、

貫
匁
表
示
は
20
匁
単
位
で
２
貫
ま
で
の

目
盛
り
が
あ
り
ま
す
。

※�

１
匁
は
３
．75
ｇ
、
１
貫
は
３
．75
ｋ
ｇ

１
貫
＝
１
０
０
０
匁

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

産さ
ん

婆ば

さ
ん
の
お
話

第 68 話

あり、さらに激しい運
動も尿酸値を上昇させ
ます。

治療としては？
　治療としては、次の
治療方法があげられます。
▶非ステロイド系坑炎症薬
　消炎鎮痛剤などとも呼ばれる一般
的な薬。
▶コルヒチン
　この薬も、痛風の発作を抑える薬で、
痛風発作の予兆期や発作のごく初期
であれば有効な方法になります。
▶副腎皮質ステロイド薬
　強力に炎症を抑える作用があり、良
い効果がありますが、この薬が必要な
のは重症例だけで、一般の痛風発作に
は必要ありません。

予防としては？
　① �食事をあらためる。
　② �水分をたっぷりとる。
　③ 食べすぎに注意する。

No.68

●種　属　ハシラサボテン亜科 エキノプシス属
●原産地　アルゼンチン北部
●�特　徴　このサボテンは仁王丸の変異種
※�綴化とは、成長点が線になって育ち、帯状

になったもの。
　　  問サボテンハウス　☎63・4832

仁に

王お
う

丸ま
る

綴て
っ

化か

▶
桑
原
で
活
動
さ
れ
て
い
た
人
の
産
婆
台
帳

◀
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
を
量
っ
て
い
た
は
か
り

▶
成
光
公
民
館
裏
に
あ
る
産
婆
顕
彰
碑

※

●作品名　「のれん」
　（大任町文化連盟

パッチワーク教室から選出）
●作者　宇都宮 美智子 さん（柿原）
●コメント「退職してから始めたパッ
チワーク。今は文化祭に向けて作品を
制作しながら、教室を楽しんでいます。」
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都
知
事 

権
力
と
都
政

佐
々
木 

信
夫 

著

の日が休室日です

日 月 火 水 木 金 土

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 １ ２ ３ ４ ５ ６

７月の休室日

開 室
時 間

貸 し
出 し  うちＣＤとビデオは

 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

−新刊案内−
New Books

ち
ょ
ち
ょ
ら畠

中 

恵 

著

声
に
出
し
て

読
み
た
い
日
本
語

斎
藤 
孝 
編

５
分
で
落
語
の

よ
み
き
か
せ

小
佐
田 

定
雄 

著

獣
の
奏
者 

外
伝

上
橋 

菜
穂
子 
著

放
課
後
は

ミ
ス
テ
リ
ー
と
と
も
に

東
川 

篤
哉 

著

洞
窟
の
サ
バ
イ
バ
ル

洪
在
徹 

著

★一般書★
◎体内警報を知って自分で治す　　　　　　伊東 聖鎬  著
◎患者さんが知りたいリウマチ・膠原病　　　香川 英生  著

※そのほか、多数入庫しています

その他の新刊

▼オカリナは大きさによって音調が異なり、１回の演奏で４本使用します

クローズ・アップ

vol .65

丸山 益枝さん（灰ノ木）
★年齢　66　歳　★趣味　切り絵・韓流ドラマ

音を楽しむことを続けたい

−  O c a r i n a  P l a y e r  −

　「みなさんやさしい表情で聴いてくれます」そう話してくれ
たのは、オカリナ奏者の丸山益枝さん。オカリナを吹くきっか
けとなったのは約13年前。大分にいる時、有名なオカリナ奏
者である宗次郎さんの「大黄河」という曲を聴いて、とても感
動しこの曲を吹いてみたいと思い、独学で始めたそうです。
　「初めて大黄河の曲に合わせて吹けたときは感動して涙がで
ました」と吹けるようになった喜びを語ってくれた丸山さん。
また、丸山さんの演奏に心を打たれた人が集まって合奏するよ
うになり、各地小学校や大牟田、苅田町などへ出向き演奏をし
ていたそうです。
　丸山さんは「宗次郎さんも演奏した『香りの森博物館』で演奏
することができたのが一番の思い出です」
と演奏会での思い出を話してくれました。
また、音楽を通じた出会いの喜びを語る丸
山さんは「大任町でもオカリナ仲間を増やし
て、合奏がしたいです」と話してくれました。
　切り絵や韓流ドラマを見るのが趣味だと
いう丸山さんは「去年からご近所の人に教
えて頂いて野菜を育てています」と話してくれました。
　これからしていきたいことをたずねると「大任町ではあまり
演奏をしていないので、機会があれば子どもたちなどの前でた
くさん演奏したいです。興味をもってくれた人と一緒に楽しく
合奏もしてみたいですね」と答えてくれました。最後に丸山さ
んにとってオカリナとはとたずねると「大事な友であり、オカリ
ナ無くしては生活できません」と笑顔で話してくれました。

梶原 稜太郎く ん ３歳
Ｈ20年７月30日生まれ

西白土・男の子

７月生まれ

ダニエル・トルソン
● 町内の小中学校で
英語を教えるALT。ウ
イグル出身。山口大学
卒業。妻と娘２人の４
人家族。田川市在住。
40歳。

　ダニエルが毎月クイズを出題します。対象者は中学生以下で
す。正解者の中から抽選で１名に図書券500円分を差し上げま
す。また、正解者は次号の広報紙に写真掲載されます。

　先月号のクイズの回答者数は116人
でした（大任小10人、今任小14人、誠
慈保育園14人、今任保育園51人、ど
んぐり保育園27人）。そのうち正解者
は60人でした。
　厳正なる抽選の結果、当選者は今任
小学校の上原 悠生くんに決定しまし
た。おめでとうございます。 上原 悠生くん

ＡＢＣＤＦG H　今月の問題
小
学
校
用
の
問
題

先月号の当選者

ダニエルの

クイズ Vol. 46 保
育
園
用
の
問
題

　今月のクイズは、以下のとおりです。問題用紙は各学校・
保育園でもらってください。
1�小学校用
　�　次のアルファベットA ～ Zを書いてください
2��保育園用
　�　次の絵に色を塗ってください。また、色を塗った絵は英

語で何と言いますか。読み方を四角の中に書いてください。
　回答期限は７月15日金までです。1 2の正解者を合わせ
て抽選を行います。
問教育委員会 学校教育係　☎63・2242

　雨で寒い中、体育会が最後まで実施できたのは、競技中
グラウンド整備に協力していただいた保護者の皆様、最後ま
でご声援くださった地域の皆様のおかげであり、この場を借
りてお礼申し上げます。ありがとうございます。
　本年度、教科における生徒指導の充実（①居場所のある授
業 ②分かる授業 ③学び合う授業 ④言語力を育てる授業 ⑤
家庭学習が定着する授業）を図り、基礎学力の定着、活用す
る力の向上をめざしています。
　例年１学期は期末考査だけでし
たが、今年は試験範囲と試験勉強
の具体例を１週間前に示した一斉
の単元テスト（３年は実力テスト）を６月２日に実施しまし
た。「勉学は生命」大中の校訓です。

問教育委員会 学校教育係  ☎63・2242

「勉学は生命」一斉単元テスト実施

教育 信通 大 校学任中

﨑
さ き

野
の

 裕
ゆ う

正
せい

く ん １歳
Ｈ22年７月24日生まれ

峰・男の子

信
玄
の
軍
配
者

富
樫 

倫
太
郎 

著

山
やま

本
も と

 菜
な

々
な

ち ゃ ん ３歳
Ｈ20年７月28日生まれ

桑原・女の子

浦
う ら

野
の

 泰
たい

成
せい

く ん １歳
Ｈ22年７月８日生まれ

道善・男の子

﨑
さ き

野
の

 譲
ゆず

樹
き

く ん ３歳
Ｈ20年７月15日生まれ

峰・男の子

８月生まれを募集
　８月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切
りは７月15日金です。
※役場でも撮影を行います。
問企画財政課 広報係
☎63・3000
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◆
今
月
の
表
紙

　

６
月
23
日
、
下
今
任
で
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

を
撮
影
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た

が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

（平成 23年５月末現在）

田川市郡のイベント情報

65歳未満 65 歳以上 計
男 2,094 人（＋６）    575 人（－２） 2,669 人（＋４）
女 2,066 人（－２）    958 人（－５） 3,024 人（－７）
計 4,160 人（＋４） 1,533 人（－７） 5,693 人（－３）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,534 世帯（＋４）

★
宏
報
編
集
室

▼
７
月
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
り
ま
す
。
自
分

は
も
う
地
デ
ジ
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
ふ
と
考
え
る
と「
今
テ

レ
ビ
を
買
っ
た
方
が
得
だ
っ
た
の
で
は
」

と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

▼
役
場
で
は
一
部
節
電
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。【
宏
輔
】

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

● 発生件数    4 件（  44 件）
● 死亡者数    0 人（    0 人）
● 負傷者数    2 人（  23 人）

（　）内は平成 23 年の累計

交通事故発生状況（４月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

大任町で金品などを盗む空き巣が発
生しています。ゴミ出しなどの短い時
間でも家の外に出るときは必ず鍵を
かけるなどの防犯対策をしましょう。

町内犯罪発生状況（５月中）
種類 件数

空き巣・忍び込みなど 2 件
オートバイ・自転車盗 0 件

自動車盗 0 件
部品盗 0 件

車上荒らし 0 件
自動販売機荒らし 0 件

ひったくり 0 件

 ７月行事予定表  文月
日 月 火 水 木 金 土
場 所 27 28 29 30 １ 国民安全の日２

【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【役場 10時〜12時】

同和問題啓発
強調月間街頭指導

【町内各所 ７時30分〜】

国保集団
特定健診

（事前予約者のみ）
【レインボーホール

 9時～】

３ ４ ５ ６ ７ 七夕８ ９
国保集団
特定健診

（事前予約者のみ）
【レインボーホール

 9時～】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10時〜12時】

人権講演会
【レインボーホール

 受付18時30分】

10 11 12 13 14 15 16 勤労青少年の日

農業委員会委員
一般選挙投票日

【各投票所 ７時〜20時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
【役場 10時〜12時】

障害者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

17 18 海の日 19 食育の日 20 土用 21 土用丑の日 22 23 大暑

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【役場 10時〜12時】

乳児健診
(４・７・12ヵ月児

対象者個人通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

24 25 26 27 28 29 30
子ども球技大会

【町民グラウンド 
受付８時30分～】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（女性民生委員が対応）
【役場 10時〜12時】

31

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）
●ヤマの写真が伝えるもの【石炭・歴史博物館】

　７月２日土～８月28日

　内容�：「炭坑の語り部」として活躍中の写真家・橋

本正勝さんが撮影した写真を２部に分けて展

示します。

　※第１部「ヤマの仕事、ヤマの風景」

　　７月２日土～ 31日日

　　第２部「ヤマの生活、ヤマの人々」

　　８月２日火～ 28日日

　　��問石炭・歴史博物館　☎44・5745

●第20回記念 英展【田川市美術館】

　７月５日火～７月31日　９時30分～ 17時30分

　入場料：一般400円　高大生200円　小中生100円

　内容�：夏を彩る絵画展「英展」も

今年で20回目を迎えます。

若手から熟練まで、そしてバ

ラエティに富んだ作家の作

品が集まります。ぜひ、九州

美術界の「今」を感じてくだ

さい。

　　��問田川市美術館　☎44・2000

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）
●中嶋玲子さん講演会【公民館金田分館（金田駅裏）】

　８月２日火　19時～ 20時30分

　入場料：無料

　内容�：「男女共同参画センターあ

すばる」の地域活動推進者

として活躍中の中嶋玲子さ

ん。誰もが自分らしく輝くた

めに、自身の体験談に基づい

た熱い想
おも

いをお話しします。

　��問福智町役場 総務課　☎22・0555

●ＩＬＯＶＥフクチフェスタ【金田新町通り商店街】

　８月５日金　17時30分～ 21時30分

　※雨天の場合は翌日に順延

　内容�：商店街が歩行者天国に変わり、真夏の夜を

さらに熱くするフェスティバルです。

　��問福智町商工会　☎28・5055

☆まちのお知らせ☆

　今任町民会館と島台隣保館では、各種教室の受講生を随時募集していま
す。教室の内容や日程などは下の表のとおりです。詳しい内容については、
各教室が行われている今任町民会館と島台隣保館にお問い合わせください。
■今任町民会館　�手芸、着付教室、民踊、茶道、健康ダンス、生花、カラオケ、

太鼓、手話、珠算、習字、太鼓（子ども）

■島台隣保館　�健康体操、珠算、カラオケ、民舞、書道

問今任町民会館　☎ 63・2506　島台隣保館　☎ 63・2243

今任町民会館・島台隣保館
各教室の受講生募集

趣味を初めてみませんか

　本年度は３、４歳の子どもに加えて、小学校３、４年生の子どもにも日本
脳炎の予防接種ができるようになりました。対象となる子どもがいる保護
者の人は、母子手帳を確認し接種が不足している場合は接種しましょう。
　対象となっていない人でも、平成７年６月１日～平成 19 年４月１日生ま
れで１期、２期の接種が終わってなく予防接種を希望する場合は 20 歳未
満（平成 23 年５月 20 日時点）までの間、接種ができます。
　予防接種を受ける場合は、接種を受ける医療機関に先に予約をお願い
します。

問住民課第１ 衛生係　☎ 63・3003

日本脳炎
予防接種について

住民課衛生係からお知らせ
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■
発

行
／

大
任

町
　

■
編

集
／

企
画

財
政

課
☎

0947-63-3000（
代

表
）　

FA
X

 0947-63-3813
〒

824-0512　
福

岡
県

田
川

郡
大

任
町

大
字

大
行

事
3067

番
地

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.oto.fukuoka.jp
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平成23年

講
演
会

●
と
き

　

７
月
８
日
金

　

開
場
：
18
時
30
分　

開
演
：
19
時

●
と
こ
ろ

　

Ｏ
Ｔ
Ｏ
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

●
講
演
内
容

▼
講
師　

ち
ひ
ろ
さ
ん（
歌
手
・
作
曲
家
）

▼
テ
ー
マ

　
　
「
こ
だ
ま
す
る
こ
こ
ろ

　
　
　

～
金
子
み
す
ゞ
の
ま
な
ざ
し
～
」

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

�　

４
歳
か
ら
歌
と
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
大

学
在
学
中
か
ら
作
曲
家
と
し
て
活
動
。

京
都
・
東
京
を
経
て
平
成
15
年
に
帰
郷

し
、
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
曲

を
つ
け
歌
う
活
動
を
始
め
る
。

　

�　

全
国
各
地
や
台
湾
・
韓
国
・
イ
タ
リ

ア
で
年
間
70
回
以
上
の
講
演
。
万
葉
集

な
ど
和
歌
に
曲
を
つ
け
た
楽
曲
、
山
口

市
歌
を
は
じ
め
と
し
た
ふ
る
さ
と
ソ
ン

グ
、
小
学
校（
山
口
県
）や
高
等
学
校

人
権
講
演
会「
ち
ひ
ろ
」ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

こ
だ
ま
す
る
こ
こ
ろ
～
金
子
み
す
ゞ
の
ま
な
ざ
し
～

同和問題啓発強調月間 問教育課 社会教育係
　☎ 63・2242

（
岐
阜
県
）の
校
歌
を
作
詞
作
曲
、
ま
た
、

山
口
県
美
祢
市
秋
芳
洞
「
３
億
年
の
タ

イ
ム
ト
ン
ネ
ル
」
の
音
楽
制
作
を
担
当

す
る
な
ど
幅
広
い
音
楽
制
作
を
行
っ
て

い
ま
す
。

街
頭
啓
発

●
と
き

　

７
月
１
日
金　

７
時
30
分
～

●
と
こ
ろ

　

梅
田
橋
、
柿
原
交
差
点
、
上
今
任（
公

民
館
前
交
差
点
）、
下
今
任（
旧
今
任
駅
横

交
差
点
）、向
田（
神
社
前
）、安
永
交
差
点
、

今
任
小
学
校
前
、
役
場
口
交
差
点

人
権
作
品
展

●
と
き

　

７
月
１
日
金
～
７
月
31
日
日

　

９
時
～
17
時

●
と
こ
ろ

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

大任町では同和問題の早期解決に向け、正しい理解を深めてい
ただくために、講演会や街頭啓発、人権作品の展示を行います。


